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8. キチ ョ ウ 属 の 季節 型 に つい て 矢田 人 憶 
旧 世 界 に 産 する yezc (キチ ョ ッ ツ ) 属 , 25 種 の うち , 約 半 数 は 季節 型 を も た な い 熱 帯 地域 固有 の 種 で 占め られ て 
いる が , 残り 半数 の 種 は 亜熱帯 か ら 温 帯 地域 に た か け て 分 布 を 広げ て いる と と も に , 様々 の 程度 の 季節 型 を あめ あらわす. 
季節 型 の 地理 的 変異 , ここ で は 季節 型 の 形態 ( 麺 形 ・ 斑 紋 ) お よび 光 周 反応 の 地理 的 変異 を , 日 本 産 の 材料 を 中 心 に 
調べ た 結果 , お よそ 次 の よう な 季節 型 の 発展 段階 が 想定 され た . ① 全く 季節 型 を 示さ な いも の ( 例 : sari, lacteola), 
⑨ 斑紋 上 に の み 認 め ら れる 季節 型 を も つも の ( 例 : brigitta), ⑧ 成 下 休眠 性 と 関連 は し て いる が 季節 型 の 発達 が 弱 
いも の ( 例 : kecabe), @ 成虫 休眠 性 と 強く 関連 し , 季節 型 の 発達 が 著しい も の ( 例 : Zaeta). この 発展 段階 は 系 統 
(クレ ー ド ) を 直接 反映 し た も の で は な い が , Eurema 属 の 系 統 , 進化 を 考察 する 上 で 重要 な 資料 を 提供 し て いる . 



































9. 日 本 産 Weope 属 2 種 の 発育 お よび 休眠 に 関す る 研究 坦 洪 ・ 荒 川 良 
本 属 2 種 韻 に お ける 光 周 反応 お よび 発育 速度 の 差 の 有無 を 福岡 市 南 公園 産 の サト キマ ダラ ヒ カ ゲ , 福岡 県 椎 原産 
( 光 周 反応 の 一 部 は 宮崎 県 椎葉 村 産 ) の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の , それ ぞ れ の 春 型 の 母 蝶 か ら を られ た 卵 を 材料 と し て 

実験 を 行っ た . 

光 周 反応 の 実験 は 室内 で 魚 化 させ た 幼虫 を , 20 で の 恒温 条件 下 に 入れ , 各種 の 日 長 の も と で ネ ザ サ を 与え て 飼育 し 
た . その 結果 , サト は 日 長 10 一 14 時 間 ま で で 100 2 休眠 踏 と な り , 14 時 間 15 分 で 80%2 が 不眠 喘 , 14 時 間 30 分 で 100 2 
が 不 休眠 踊 と な っ た . 一 方 ママ は , 日 長 10 一 14 時 間 で サト と 同じ く 100 2% 休 眠 帽 と な る が , 14 時 間 15 分 で 2022 が 不 休 
眠 山 , 14 時 間 30 分 で 802 が 不 休眠 映 , 14 時 間 45 分 で 100 % 不 休眠 幅 と な っ た . 以上 の こと か ら , 温度 条件 を 考慮 に 入 
れ な けれ ば , 同一 緯度 に お いて は , 早く 寒冷 と な る 高地 に ヤマ の 方 が より 適応 し て いる よう に 思わ れ た . 

生長 速度 に 関す る 実験 は , 室内 で 解 化 し た 両 種 の 幼虫 を , 15 時 間 長 日 条件 で 12.5(C か ら 30 で まで 2.5C 毎 の 温度 条 
件 で も ザ サ を 与え て 飼育 し た . その 結果 , 幼虫 期 , 過 期 と も 発育 日 数 は ヤマ の 方 が 短 か く , 幼虫 期 た 関し て は 発育 鶴 
点 も ヤマ の 方 が 低かっ た . ヤマ に と っ て 自然 状態 で の 食 館 で は な いと 思わ れる ネ ザ サ を 与え て 飼育 し た に も か か わら 
ず , この よ うな 結果 が 得 ら れ た こと は , ヤマ の 方 が より 低温 の 地域 に 適応 し た も の で ある こと が うか が えた . 
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10. 各種 属 境 条件 下 に お ける アゲ ハ の 卵 ・ 幼 虫 ・ 稀 の 発育 時 間 と 映 体 重 吉丸 博志 ・ 白 水 隆 
福岡 市 産 の アァ ゲハ Papilzo xs を 用 いて , ① 温度 と 卵 ・ 幼 虫 ・ 星 の 発育 期間 と の 関係 , ② 幼虫 飼育 温度 と 里 
体重 と の 関係 , ⑬ 食 草 の 種類 と 幼虫 の 発育 時 間 お よび 申 体 重 の 関係 に つい て 調べ た . 

実験 方 法 : の ④ の 実験 に つい て は 定 温 器 に よっ て 10'C か ら 32.5C ま で 2.5 で 間隔 に 10 段 階 の 温度 区 を 設定 , 日 長 15 
時 間 (蛍光 灯 照 明 ) と し , 幼虫 の 食 草 と し て は すべ て カラ ス ザ ン シ ョ ッ を 与え た . 各区 の 供 飼 頭 数 は 30 頭 内 外 . 映 体 
重 は 遇 化 後 1 日 目 に 計量 し た . の 実験 に つい て は (6 種 の 食 草 (カラ ス ザ ン シ ョ ウッ, ハマ セン ダン , フ ユ ザン ジョ ウラ 
サン ショウ, カラ タチ , キン カン ) を 用 い , すべ て 20 で , 日 長 15 時 間 の 条件 で 飼育 した. 

実験 結果 : ① 温度 と 卵 ・ 幼 虫 ・ 昭 の 発育 時 間 に は 完全 な 相関 々 係 が み ら れ , この 温度 範 団 で は 温度 が 高い ほど 発 
育 時 間 は 短 か く , 温度 が 低い ほど 発 育 時 間 は 長く な っ た . その デー タ の 計算 か ら 卵 ・ 幼 虫 ・ 疫 の 発育 堆 点 は それ ぞ れ 
10.83 で , 9.67C, 11.09C, 有効 積算 温度 は 59.3 日 度 , 263.7 日 度 , 144.9 日 度 の 値 が えら れ た . ② 期 体 生 は ゃ で は 
22.5C, 8 で は 20C お よび 22.5C に お いて 最大 値 を 示し た . この 温度 域 よ り 高温 ある い は 低温 に 向う に 従っ て 申 体 重 
は 減少 する . ⑨ 食 草 の 種類 は 幼虫 の 発育 時 間 に 大 き な 関係 が ある . 発育 時 間 の 早い 順に 食 草 の 種類 を 示す と , カラ 
ス ザ ン シ ョ ウゥ ウ ・ ハ マセ ンダ ン ・ フ ユ ザ ン ショ ウ ・ カ ラ タ ナ ・ サ ンジ ショ ツウ ・ キ ンカ ン で , それ ぞ れ の 平均 幼虫 日 数 は , 
26.3, 28.0, 30.1, 36.0, 38.1, 39.9 日 で あっ た . 完成 され た 山体 重 も 上 記 の 順位 に 正確 に 一 致し た . すなわち カ ヵ ラ 
ス ザ ン シ ュ ョ ッ で 飼育 し た も の が 幼虫 期間 は 最短 , 遇 体重 は 最大 , キン カン で 飼育 し た も ぁ の が 幼虫 期間 は 最長 , 遇 体 宣 
は 最小 で あっ た . 

以上 の 結果 か ら , 飼育 に よっ て 最大 の 標本 を う る た め に は , 好適 な 食 草 を 与え ん, や や 低い 温度 で 飼育 すれ ば よい こ 
と が 分 る (アゲ ハ の 場合 は 食 草 カラ ス ザ ン シ ョ ウツ , 温度 20 一 22.5'C 程 度 ). 酷暑 期 に 優 小 個体 が 見 られ る の は 温度 と 
食 草 の 関係 で ある と 判断 され る . 

付記 一 一 この 実験 で 参考 と し て 少数 の 幼虫 に ウン シュ ッ ミ カン ゃ 供与 し た が , 実験 時 期 の 関係 で 良好 な 若葉 が えら 
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れず , 幼虫 は 見 期 が 延長 し て すべ て 6 齢 (1 例 の み 7 齢 ) と な っ た . この こと は 食 草 の 種 類 ば か り で な く , その 状態 
も 幼虫 の 発育 , 完成 され る 成虫 の 大 き さ に 強く 関係 する こと が わか る . 








11. フィ リピ ン 産 4llotinus 属 の 生態 に 関す る 知見 田中 著 

ボホール ・ セ ブ 両 島 に お ける 477o72z2s fallux の 幼虫 は ウタ ノ ク ゼ ミ 科 の Tricentrus plicalus, Leptocentrus sp., 
Gargara SD. の 幼 成虫 を 捕食 する . これ ら ツ ノ ゼ ミ 類 は それ ぞ れ ヤン バル ナス ビ , ウラ ジロ アカ メガ シソ , クロ ミ 
ノシ ンジ ュ ガ ヤ の 3 種 の 植物 に 見 出さ れる が , これ ら の 分 泌 物 に 集まる ア リ は Anoplolepis longipes 1 種 の み で あ 
っ た . 

成東 は ツノ ゼミ の 分 泌 物 や 幼虫 が 捕食 し た 個体 の 体液 を 吸収 し , 細長 い 脚 の 巧み な 操作 に より アリ か ら の 攻撃 を 受 
け な い . ツノ ゼミ の 集団 へ の 成虫 の 飛来 は , 一 上 旦 他所 へ 静止 し て 歩行 する の で な く , 直接 ウノ ゼミ 集団 の 中 へ 降り る. 
成虫 は ツノ ゼミ の 存在 を アリ の 介在 に た より 感知 する も の と 考え られ る の で , アリ と の 関係 は 食物 源 探索 に 大 変 重要 で 
あり , 両者 間 に は 固有 的 種 間 関係 が 成立 し て いる と 考え ら れる . 





12. ニセ シロ オビ アゲ ハ の 幼生 期 に つい て 阿 江 茂 

1974 年 の 昆虫 アカ デミ ー の フィ リピ ン 調 査 で 。 ボホール 島 産 の ニセ シロ オビ アゲ ハ (Papilio hipponous) の 幼生 
期 を 調べ る こと が で きた . 卵 と 若 齢 幼虫 は シロ オビ ゼア ゲハ に よく に て お り , 野外 の ミカ ン で 採集 し た 1 幼虫 は 最初 シ 
ロ オ ビア ゲハ と 区 別 で き な か っ た . し か し 4 齢 に 近づく と 地 人 色 が きれ いな 茶色 を お びる よう に な り , 4 齢 は は っ きり 
シロ オビ アゲ ハ と 区 別 で き , ネッ タイ モン キア ゲハ ( ア . fuscus) そっ くり と な っ た . 終 崎 は ネッ タイ モン キア ゲハ 
と 同様 , 地 色 は きれ いな 茶色 で あっ た が , 老 熟 する と や や 緑色 を お びる に 至っ た . 虹 は ネッ タイ モン キア ゲハ に 似 た 
カラ ス ア ゲハ 型 で あっ た . な お もう 1 個体 を し 放り 出し た 卵 か ら 虹 まで 飼 育 し て , 全 期 間 を 確認 で きた . これ より , 

ニセ シロ オビ アゲ ハ と ネッ タイ モン キア ゲハ に 近 級 の 種 で ある こと は 明らか で ある と 思わ れる . 








13. 台湾 産 チ ョ ウ 類 数 種 の 生活 史 福田 晴夫 
1968 年 7 月 一 8 月 , 台湾 で チョ ウ 類 の 生活 史 調 査 を 行い , 40 種 余り の チュッ の 食 草 を 確認 で きた が , その 報告 書 が 
諸般 の 事情 で 出版 され て いな い .\* そこ で , めぼしい 記録 を ここ に 報告 し た い . 
1. ホソ バキ ボ シ セ セリ (Ampittia virgata miyakei Matsumura) 幅 は 頭 部 に 1 対 の 外 に 湾曲 する 牛角 状 突 起 
が ある . また , 第 5 一 8 腹部 に 小 突起 を ぁ もつ な ど , セセリ チョ ツウ 科 と し て は 特異 な 形態 を も ゃ つ . 
2. ホソ バ セ セ リ (Isoteinon lamprospilus formosanus Fruhstorfer) 幼虫 の 肝 上 板 は 黒褐色 で 日 本 産 亜 種 の 同 
部 分 が 常に 胴 部 と 同色 ( 緑 ) で も る の と 異な る . この 黒褐色 肛 上 板 は 日 本 産 キ マダ ラ セ セ リ 幼虫 の 特徴 と され て いた . 
ほか , ジャ ノ メ タ テハ モドキ ( 食 草 キツ ネ ノ マ ゴ 科 の ウロ コマ リ , 終 齢 幼 昌 の 形態 )) ウラ キマ ダラ ヒ カ ゲ ( 終 牙 
幼虫 と 遇 の 形態 , と くに 日 本 産 サ トキ マダ ラ ヒ カ ゲ と の 比較 ), タイ ワン イチ モン ジ の 生活 史 を 報告 した. 

















* 1975 年 3 月 1 日 鹿児島 大 学生 物 研究 会 より 「 合 湾 ・ 紅 頭 虹 蝶 類 調査 報告 書 ]」 (156 真 ) と し て 発行 され た . 
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